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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

『
登場人物紹介

古 沢 先 生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが、
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。

高 杉 慎 作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。認／̅ﾗﾉ

桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な存在。

本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある”

あらすじ
無き友の息子高杉くんを一人前の医師に育てる為、心を鬼にして指導する古沢先
生｡その鬼のシゴキの真意をついに知った看護師３人組は､｢私達も協力します！」
と、さっそく小鬼と化してビシビシ高杉<んを鍛えようとするのだが｡．…．。
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

緬噸ノ

ご存知でした？
｢解体新書｣における前立腺の記載

大阪十三の武田薬品大阪工場に隣接して武田科学振興財団の建物があり
ます。その中に本草書や東洋医学書を中心に３万点以上の蔵書を誇る
『杏雨書屋(きょううしょおく)』という図書資料館があります。国宝３点と
重要文化財１３点を収蔵する-大図書資料館です。

ここは、近江屋(現武田薬品工業)創業者である近江屋長兵衛の五代目に
当たる武田長兵衛(1870～1959)が、東洋の医薬書の散逸を防ぐことが
将来､社会･学界のために大切だと考え､私財をもって当時の医学書を購入、
収集したことに始まります。

それらの中には、日本初の西洋医学書「解体新書｣、そのもととなった
｢ターヘル・アナトミア」も含まれています。この「ターヘル・アナトミア」は
249ページに及ぶオランダ語の解剖書ですが､杉田玄白(1733-1817)らは、
辞書も無い鎖国時代に３年半余りでほぼ全文の翻訳を行い「解体新書」を
編集しました。
誤訳もあったようですが、彼らの是が非でも全編を訳そうとした真筆な努

力には畏敬の念を抱かずにはいられません。

「解体新書」における前立腺に関する記述は、「形が心臓に似ている｣･｢内
から

部がキリイル状（腺状)で柔らかく、空となっている」といった記載のみで
あり、当時はその機能どころか解剖すらほとんど解明されていない状況だっ
たことが

しかし
受け継が
摘除術」
した。

コらの黄患 I ま 次０

３０年でｌ神繰温存前立腺
の | 矢 に 言

今から
広がって

１７１



手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスーf『
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ｉｒ手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
' 鋤

ノ

１９１



手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー
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武田薬品工業株式会社
医薬営業本部マーケティング部
〒103-８668
東京都中央区日本橋２丁目１２番1 0号
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